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平磯･平磯清水町自治会
磯崎町自治会

和田町・殿山町七町目・牛久保町

小　　川
龍之口町
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部田野小谷金
十三奉行

阿字ケ浦自治会

8月6日（日）7月2日（日）

那珂湊

殿　山
平　磯
磯　崎
阿字ケ浦

各駅の清掃・環境整備 ご苦労さまです

湊線沿線の「いま」がわかる!  応援団facebookページ 「いいね！」8,020名を達成しました! 
【応援団関係】
◇フェイスブック　http://www.facebook.com/MinatoLineSupporters
◇ツイッター　 http://twitter.com/keha601
◇応援団HP　 http://minatosen.com（湊線どっと混む）

【海浜鉄道関係】
◇ホームページ　http://www.hitachinaka-rail.co.jp/
◇ツイッター　 http://twitter.com/minatoline

※「ひたちなか海浜鉄道」「おらが湊鉄道応援団facebook」でそれぞれ検索もできます。

朝8：30（中根駅7：30～、  高田の鉄橋駅
は8：00）から実施します。

高　田　彩　加 さんMMM代表

　MMM（みなとメディアミュージアム）も、
今年で9年目になりました。こんにちは、代
表の高田です。普段湊線を使っている皆さ
ま方の中にはご存知の方も多いかもしれませ
ん。MMMは、湊線沿線を舞台に開催する
現代アートプロジェクトです。
　全国から訪れるアーティストが湊線の列車
内や那珂湊駅構内の引退した車両、商店街
などを舞台にして、湊線と那珂湊を素敵に
彩ります。景観や建物を利用した壮大な作品など那珂湊でしか出会えない
作品が多く集まります。まさに、まちなかでの美術展!   アート作品を通し
てみる湊地区は、いつもとは違った魅力を見せてくれるかもしれません。
　2017年のテーマは「対峙（たいじ）したあと」です。
那珂湊とアーティスト、アーティストと地域の方、アート作品と来場者…。
MMMがきっかけとなって様々な二者が出会います。その後・跡に生まれ
る「もの」「こと」が日常とは少し違った新しいものになれば、という想い
での開催です。
　アートや芸術は時によく分からないこともあります。しかし、その「よく
分からなさ」が一人一人にとっての日常を新たな視点から再考するきっか
けになれば幸いです。是非その「よく分からなさ」を座っているスタッフや
アーティストにぶつけていただければ、と思います。スタッフとの対話の中
で感想が生まれてくるかもしれません。それがアートとは全く関係のないも
のであったとしても、それはそれで良いのだと考えています。
　様々な出会いを通して、それぞれが対峙したあとに何が残るのか。今
年度は8月12日(土)～ 9月3日(日)に開催されます。（月・火休み、詳
細はみなとメディアミュージアムHPをご覧ください）皆様のお越しを心より
お待ちしております！

「乗車証明書」でおトク!
★乗車証明書は、湊線に乗車したお客様に駅員また
　は応援団が発行する乗車特典のサービスです。証
　明書を参加店舗に提示することにより各店独自の優
　待が受けられます（スタンプ当日限り有効）。現在
　沿線100店（施設）近くが参加し、お買物や宿泊
　などで優待があります。
★サービスは乗車当日なら、何店でも利用できます。
★参加店は那珂湊駅待合室に置かれたチラシ、証明
　書に印刷されたQRコード、海浜鉄道HPまたは応
　援団facebookページでご確認ください。
★乗車証明書裏面に印刷されたQRコードで湊線時
　刻表と応援団facebookページも確認できます。
★乗車証明書は湊線フリー切符でも代用できます。

■7月2日（日） 
　午前9時～11時頃まで
■那珂湊駅1番線ホーム

野菜と干物の朝市
毎月第一日曜日に開催

■平磯駅などにプランター
　6月2日、平中学区明るい
地域づくりの会のみなさんが平
磯コミセンパークと平磯駅に花
苗のプランターを設置してくれ
ました。

　5月に続いて今年2
回目の那珂湊駅西側
ハマギク花壇の除草
作業を実施します。ご
協力をお願いします。

■三反田小5年生が花植え
　6月16日、中根駅の2つの
花壇へ三反田小学校(加藤木
義郎校長)の5年生31名と引
率の先生らが、マリンゴールド・
ベコニアなどの花苗(約130
株)を植えてくれました。みな
さんありがとうございました。

　湊線絵手紙応援隊（山口浩子代表）が、全
国25都府県から296枚の絵手紙を集め
て、今年も絵手紙列車が7月末まで運行し
ています。絵手紙はキハ205を除く7輌の
車内に飾られています。ぜひご覧ください。

今年のテーマは「対峙したあと」
　　「よく分からなさ」をぶつけてください

ホーム改良工事が進む那珂湊駅（6/20）

※ホームへの入場は無料です。

初の東京開催、ローカル鉄道・地域づくり大学
湊線と沿線の取り組みが全国の地方鉄道の先導的役割を担い始める

夏季の周辺道路は渋滞が続
きます。お出かけは湊線で！

http://minato-media-museum.com

夏の沿線はイベント盛りだくさん

7/15（土）～8/20（日）海水浴場開設 阿字ケ浦･平磯海水浴場・姥の懐マリンプール
7/1（土） おもてまち七夕まつり 勝田駅東口表町付近

期　　　日 イ    ベ    ン    ト 会　　　場

7/15（土）～8/19（土）の土曜日 阿字ケ浦ランタンナイト 阿字ケ浦海岸
7/15（土） ドゥナイトマーケット 那珂湊地区商店街
7/29（土） ひたちなかドリンクラリー 勝田駅東口一帯
7/30（日） 第22回 阿字ケ浦海岸花火大会 阿字ケ浦海岸
8/5（土）・6（日） みなと八朔祭り（天満宮御祭礼） 那珂湊地区
8/5（土）・6（日）・11（金）・12（土）ROCK IN JAPAN FES 2017 国営ひたち海浜公園

8/12（土）～9/3（日） みなとメディアミュージアム 湊線と沿線、商店街
8/18（金）～27（日）※予定 コキアライトアップ 国営ひたち海浜公園

8/9（水） TEENS ROCK IN HITACHINAKA 2017 国営ひたち海浜公園

8/19（土） ドゥナイトマーケット 那珂湊地区商店街

8/8（火） 第30回 那珂湊海上花火大会 那珂湊漁港

8/19（土） 第23回 ひたちなか祭り花火大会 陸上自衛隊勝田駐屯地
8/20（日） 第23回 ひたちなか祭り 勝田駅前周辺

8/21（月）～27（日）※予定 ドッグプール 姥の懐マリンプール
8/26（土）・27（日） ローカル鉄道・地域づくり大学 那珂湊駅など

 　8月31日まで「湊線応援券」と「特製硬券1
日フリー切符」をセットにした夏バージョンを、
那珂湊駅と勝田駅湊線窓口で販売しています。
応 援 券 は夏 の 朝 もや の 中を走るミキ
300-103、硬券は「C型」です。セット価格は
応援券100円とフリー切符900円の合わせ
て1,000円です。
　四季毎に発行される応援券4種類を集めて
那珂湊駅窓口に提示すると、湊線グッズをプレ
ゼントします。売上げの一部は応援団の活動費
に使われています。ぜひお買い求めください。

　平成29年度のおらが湊鐵道応援
団の通常総会が6月2日に藤屋ホテ
ルで開催されました。総会には那珂
湊地区の自治会長や関係団体代表
者、来賓として本間市長、鈴木商工
会議所会頭、吉田社長ら約60人が
出席しました。今年度は湊線延伸実
現への協力、鉄道を活かしたまちづ
くりの推進、応援団設立10周年事
業の実施など約89万6千円の予算
が承認されました。

運賃
改定

見本

応援券をリニューアル
夏バージョン発売中

29年度
応援団総会を開催

ハマギク花壇
除草作業
7/8㈯ 8:00~

絵手紙列車
出発進行

 夏の宵の湊線風物詩になった「ビア列車」の運
行が今年も始まります。貸切車輌の中では生
ビールや冷酒、ソフトドリンクが飲み放題。つ
まみやその他のドリンクもお持ち込みができま
す。
　勝田駅発着（18:29発・所要時間1時間
16分）と、那珂湊駅発着（17:59発・同1時
間33分）の2プランがあります。料金は1車
輌貸切（25名まで）５万4千円。（1名増えるご
とに2,160円増し）
　6月22日現在、7月26㈬･27㈭･28㈮
および8月2㈬･3㈭･4㈮･23㈬･24㈭･30
㈬･31㈭の各日が空いているそうです。
　職場やお友達同士など団体様でのご利用を
お待ちしています。申し込み・問合せは那珂
湊駅（029-262-2361）まで。

 　湊線の成功事例を紹介し、全国の「地域鉄道と沿線の活性化」の一助となること、それを担う人材を育成すること、
そして湊線とひたちなか市をさらに元気にすることを目的とした「ローカル鉄道・地域づくり大学」。
　６月１１日に、早稲田のニューシネマワークショップ・レクチャールームで特別講座を開催しました。初の東京進出と
あって反応が心配でしたが、予定した定員５０名を超える５５名が参加、前日行われた交通環境整備ネットワーク総会
での告知は控えめにするほどの人気でした。
　湊線以上に市民協働で利用者増を続けている、えちぜん鉄道の伊東常務、旅行会社の立場から鉄道活性化に取り
組み大きな実績を上げている日本旅行の瀬端氏の２氏を講師に迎え、それぞれ４０分少々のレクチャー。この内容が
すばらしく、急きょその後の自分のお話を切り上げ質疑応答の時間を多くとりました。が、会場に顔を出したサマース
クール卒業生の若桜鉄道の山田元社長にも壇上に上がってもらっ
たこともあり、質問が途切れることはなく予定終了時刻を３０分
オーバー。少々無理に幕を引く熱のこもった講座となり、ローカ
ル鉄道・地域づくり大学の意義と実力を大いにアピールすること
ができました。
　また、「都会ならではの発想」に基づく発言・質問があったり、「東
京開催だから来られた」という静岡や九州からの参加者も多く見ら
れたりと、初の試みだった東京進出の成果も上々でした。
　この勢いに乗って、その場で恒例のサマースクールの日程も発
表しました。今年は、８月２６～２７日の一泊二日です。
　復活が決まった只見線から応援団長と自分が呼ばれるなど、湊
線と沿線の取組みは、いよいよ全国の先導的役割を果たし始めま
した。
　こうした実績とノウハウを的確にレクチャーするサマースクー
ル。事業者、行政マン、市民団体、鉄道ファン。だれでもＯＫ。
鉄道と地域を元気にしたい方は、ぜひご参加を。
　　　　　　　　　　　（ひたちなか海浜鉄道社長・吉田千秋）

ビア列車を運行


